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ICD-O-3（3.1 版）について 

国際疾病分類－腫瘍学（ICD-O: International Classification of Diseases for 

Oncology）は、世界保健機関（WHO）／国際がん研究機関（IARC）が作成する

腫瘍に関する国際分類である。WHO の国際統計分類（WHO-FIC）の派生分類の

一つとされ、我が国のがん登録においても使用されている。

2000 年に公表された ICD-O の第３版（ICD-O-3）は、その後、医学的知見を

反映したコードの修正、使われなくなった用語の削除、より一般的な用語への

修正等が行われ、2011 年に改正内容が発表され、我が国では、これを ICD-O-3

（2012 年改正版）として公表し、使用しているところである。 

その後、これらの改正内容について WHO から ICD-O-3（3.1 版）として書籍

版が 2013 年に刊行され、今般、この内容を反映した邦訳版が、国立がん研究セ

ンターから刊行される予定となっている。現行 2012 年改正版からの変更点につ

いては、別紙のとおりである。
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